
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
が

２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら

賃
下
げ
無
し
で
定
年
を
65
歳

に
延
長
し
た
こ
と
は
、
か
い

な
２
４
５
８
号
（
２
０
２
５

年
１
月
20
日
号
）
１
面
、
２

４
６
２
号
（
２
０
２
５
年
３

月
17
日
号
）
３
面
で
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
シ
ニ

ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

社
員
（
以
下
「
Ｓ
Ｐ
社
員
」

と
い
う
）
が
２
０
２
５
年
３

月
１
日
付
で
正
社
員
に
転
換

し
、
65
歳
定
年
制
が
適
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
詳
細
を
お

伝
え
し
ま
す
。

Ｓ
Ｐ
社
員
の
正
社
員
転
換

が
判
明

ま
ず
２
０
２
５
年
１
月
６

日
の
65
歳
へ
の
定
年
延
長
の

発
表
は
、
生
年
月
日
が
１
９

６
５
年
４
月
１
日
以
降
の
キ

ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｋ
Ｊ

Ｔ
Ｓ
お
よ
び
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
正

社
員
を
対
象
に
、
２
０
２
５

年
４
月
１
日
付
で
定
年
を
60

歳
か
ら
65
歳
に
変
更
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
２
０

２
５
年
３
月
31
日
時
点
で

59
歳
以
下
の
こ
れ
ら
３
社
の

正
社
員
だ
け
に
同
４
月
１
日

か
ら
65
歳
定
年
制
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
キ
ン
ド
リ
ル

ジ
ャ
パ
ン
の
Ｓ
Ｐ
社
員
の
組

合
員
が
２
０
２
５
年
３
月
１

日
付
で
正
社
員
に
転
換
し
、

同
４
月
１
日
か
ら
65
歳
定
年

制
が
適
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

正
社
員
転
換
者
の
賃
金
差

額
を
バ
ッ
ク
ペ
イ
、
Ｄ
Ｃ

拠
出
金
を
是
正

そ
こ
で
組
合
は
会
社
に
Ｓ

Ｐ
社
員
の
正
社
員
転
換
に
つ

い
て
２
０
２
５
年
５
月
29
日

の
団
体
交
渉
で
確
認
、
さ
ら

に
そ
の
後
も
追
加
で
確
認
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
以

下
の
会
社
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

■
会
社
回
答
（
要
旨
）

２
０
２
５
年
３
月
31
日
時

点
で
59
歳
以
下
の
、
キ
ン
ド

リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｋ
Ｊ
Ｔ
Ｓ

お
よ
び
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
Ｓ
Ｐ
社

員
に
つ
い
て
、
全
員
に
正
社

員
転
換
を
希
望
す
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
た
上
で
、
希
望

す
る
人
全
員
を
２
０
２
５
年

３
月
１
日
付
で
正
社
員
に
転

換
さ
せ
た
。

正
社
員
転
換
者
の
賃
金
、

Ｄ
Ｃ
拠
出
額
に
つ
い
て
以
下

を
実
施
し
た
。

（
１
）
Ｓ
Ｐ
社
員
賃
金
と
、

Ｓ
Ｐ
社
員
に
な
る
直
前
の
正

社
員
賃
金
と
の
差
額
を
バ
ッ

ク
ペ
イ
し
た
。

（
２
）
Ｓ
Ｐ
社
員
だ
っ
た
期

間
の
Ｄ
Ｃ
拠
出
金
相
当
額
を

現
金
払
い
し
た
（
こ
れ
は
Ｄ

Ｃ
に
拠
出
金
と
し
て
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
現
金

で
渡
し
た
）
。

（
３
）
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
Ｓ
Ｐ
社
員
の
み
、
正
社

員
転
換
日
の
２
０
２
５
年
３

月
１
日
に
、
Ｓ
Ｐ
社
員
に
な

る
直
前
の
正
社
員
賃
金
よ
り

２
％
昇
給
し
た
。
こ
れ
は
、

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｓ

Ｐ
社
員
が
正
社
員
に
転
換
し

た
場
合
、
Ｄ
Ｃ
拠
出
率
が
従

前
の
８
％
か
ら
（
２
０
２
２

年
９
月
以
降
入
社
の
正
社
員

に
適
用
さ
れ
る
）
６
％
に
下

が
る
た
め
、
年
間
Ｄ
Ｃ
拠
出

金
の
減
少
額
を
リ
フ
ァ
レ
ン

ス
サ
ラ
リ
ー
の
２
％
の
昇
給

額
で
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ

る
（
こ
の
補
て
ん
は
Ｄ
Ｃ
に

拠
出
金
と
し
て
入
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
現
金
で
渡

し
た
）
。

※
Ｋ
Ｊ
Ｔ
Ｓ
、
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
に

つ
い
て
は
Ｄ
Ｃ
拠
出
率
は
従

前
も
正
社
員
転
換
後
も
６
％

で
変
更
が
な
い
の
で
、
Ｋ
Ｊ

Ｔ
Ｓ
、
Ｋ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
Ｓ
Ｐ
社

員
が
正
社
員
に
転
換
し
た
場

合
、
２
％
の
昇
給
は
な
い
。

組
合
の
65
歳
定
年
制
の
対

象
拡
大
要
求
が
実
現

組
合
は
、
会
社
が
２
０
２

５
年
１
月
６
日
に
発
表
し
た

65
歳
定
年
制
の
対
象
が
、
２

０
２
５
年
３
月
31
日
時
点
で

59
歳
以
下
の
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ

パ
ン
、
Ｋ
Ｊ
Ｔ
Ｓ
お
よ
び
Ｋ

Ｓ
Ｏ
Ｋ
の
正
社
員
に
限
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
組
合
は
当

初
か
ら
65
歳
定
年
制
の
対
象

外
の
人
た
ち
へ
の
対
象
拡
大

を
要
求
し
て
い
ま
し
た

会
社
は
、
２
０
２
５
年
５

月
29
日
の
団
体
交
渉
に
お
い

て
、
65
歳
定
年
制
の
開
始
前

に
Ｓ
Ｐ
社
員
に
な
っ
て
い
る

59
歳
以
下
の
人
た
ち
は
、

65
歳
定
年
制
の
発
表
に
よ
っ

て
、
先
に
Ｓ
Ｐ
社
員
に
手
を

上
げ
た
た
め
に
65
歳
定
年
制

の
対
象
外
と
な
る
と
い
う
不

利
益
を
被
る
の
で
、
正
社
員

転
換
を
希
望
す
る
人
全
員
を

正
社
員
に
転
換
さ
せ
た
と
説

明
し
ま
し
た
。

今
回
の
Ｓ
Ｐ
社
員
の
正
社

員
転
換
は
、
組
合
の
65
歳
定

年
制
の
対
象
拡
大
要
求
の
実

現
で
す
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２５年７月２２日 か い な 第２４６９号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
5 F 〒 1 0 7 - 0 0 5 2
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年７月２２日 か い な 第２４６９号(4)

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用不当労行為事件 9/8(月)10:30 中央労働委員会会議室

定年後再雇用賃金差別裁判 3/18日（火）に和解が成立しました。

●
次
号
「
か
い
な
」
8
月
は
お
休
み
で
す
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

シ
ニ
ア
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
社
員
が

正
社
員
に
転
換
、
65
歳
定
年
に



(3)２０２５年７月２２日 か い な 第２４６９号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年７月２２日 か い な 第２４６９号(2)

方
針
の
提
案
に
立
っ
た
笠

瀬
書
記
長
は
「
労
働
法
制
大

改
悪
と
の
た
た
か
い
や
ト
ラ

ン
プ
関
税
を
口
実
に
し
た
経

営
側
か
ら
の
攻
撃
か
ら
労
働

者
の
雇
用
と
く
ら
し
を
ま
も

る
こ
と
が
来
年
度
の
重
要
課

題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

い
ま
、
待
っ
た
な
し
と
な
っ

て
い
る
組
織
の
拡
大
強
化
に

全
力
を
あ
げ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
討
論
で
は
13

名
が
発
言
。
春
闘
の
取
り
組

み
を
中
心
に
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

新
分
会
結
成

静
岡
・
鈴
木
中
央
委
員

西
部
地
域
支
部
に
エ
ム
ワ
イ

ケ
ー
分
会
が
結
成
さ
れ
た
。

派
遣
か
ら
準
社
員
化
し
た
人

が
多
い
。
正
社
員
は
連
合
系

の
組
合
で
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ

プ
協
定
を
結
ん
で
い
た
。
春

闘
も
正
社
員
よ
り
だ
い
ぶ
低

い
回
答
。
分
会
と
し
て
の
活

動
を
強
化
し
、
労
使
関
係
を

正
常
化
し
て
い
き
た
い
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響

兵
庫
・
中
村
中
央
委
員

甲
南
電
機
支
部
で
は
、
ま
だ

妥
結
し
て
い
な
い
。
当
初
５

桁
出
す
話
だ
っ
た
が
ト
ラ
ン

プ
関
税
の
話
が
出
る
と
５
桁

は
出
せ
な
い
と
。
業
績
悪
い

の
は
分
か
る
が
、
粘
り
強
く

交
渉
し
て
い
く
。

新
た
な
取
り
組
み

東
京
東
部
・
関
根
中
央
委

員

25
春
闘
、
小
坂
研
究
所

支
部
で
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
ス
ト
の
最
中
に
団

交
を
構
え
、
団
交
待
機
も
行
っ

た
。
夏
季
闘
争
で
は
各
職
場

か
ら
第
１
次
回
答
後
に
ス
ト

や
ろ
う
と
声
が
あ
が
っ
た
。

昨
年
は
第
２
次
回
答
後
に
ス

ト
を
構
え
た
。
夏
季
闘
争
で

は
初
と
な
る
第
１
次
回
答
か

ら
ス
ト
に
決
起
し
臨
み
た
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
廃
止
反
対

通
信
産
業
本
部
・
岡
本
中

央
委
員

Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
廃
止
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
完
全
民
営
化
は
軍
拡

の
財
源
確
保
の
た
め
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
は
民
営
化
後
、
成
果
主
義

を
導
入
し
賃
金
を
切
り
下
げ
、

非
正
規
社
員
を
拡
大
し
て
き

た
。
労
働
者
の
生
活
と
権
利

向
上
の
た
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
完
全
民

営
化
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
廃
止
に
断

固
反
対
す
る
。
み
な
さ
ま
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

産
別
の
力

兵
庫
・
中
村
中
央
委
員

ニ
ッ
ス
イ
姫
路
支
部
で
は
、

正
社
員
は
昨
年
の
妥
結
額
超

え
る
金
額
だ
っ
た
の
に
、
非

正
規
は
な
ぜ
昨
年
よ
り
低
い

の
か
と
産
別
団
交
を
粘
り
強

く
行
っ
た
。
文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー

姫
路
支
部
の
委
員
長
、
書
記

長
を
産
別
交
渉
員
に
加
え
、

連
合
系
の
第
二
組
合
の
妥
結

額
を
超
え
て
上
積
み
を
勝
ち

と
れ
た
の
は
今
ま
で
に
な
い

こ
と
。
だ
が
夏
季
一
時
金
は

例
年
通
り
０
．
12
か
月
と
低

く
、
正
社
員
と
の
格
差
是
正

が
今
後
の
課
題
。

東
京
東
部
・
関
根
中
央
委

員

モ
タ
イ
シ
ョ
ー
ワ
支
部

は
春
闘
回
答
は
非
公
然
だ
が
、

25
春
闘
は
昨
年
妥
結
額
よ
り

低
か
っ
た
。
産
別
交
渉
が
入

る
こ
と
で
、
経
営
厳
し
い
な

が
ら
も
上
積
み
回
答
を
引
き

出
せ
た
。

東
京
東
部
・
岡
本
中
央
委

員

日
本
ロ
ー
ル
支
部
で
は
、

41
歳
以
上
の
賃
金
カ
ー
ブ
を

な
だ
ら
か
に
し
た
い
と
い
う

会
社
に
対
し
て
、
是
正
を
求

め
て
た
た
か
っ
て
き
た
。
東

京
地
本
が
産
別
交
渉
に
入
っ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
会
社
か

ら
一
律
部
分
の
金
額
と
是
正

部
分
の
金
額
が
か
け
離
れ
て

い
た
こ
と
は
、
申
し
訳
な
い

と
謝
罪
を
引
き
だ
す
こ
と
が

で
き
た
。
ま
だ
妥
結
し
て
い

な
い
が
、
来
年
以
降
ど
の
よ

う
に
一
律
部
分
を
上
げ
て
い

く
か
が
課
題
。

組
織
拡
大

東
京
西
部
・
高
澤
中
央
委

員

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ユ
ニ

オ
ン
支
部
（
Ａ
Ｕ
）
が
16
人
、

リ
オ
ン
が
14
人
、
ニ
ッ
タ
ン

が
４
人
増
え
た
。
Ａ
Ｕ
支
部

は
１
人
か
ら
始
ま
っ
た
支
部
、

そ
れ
が
29
人
に
な
っ
た
。
都

労
委
、
裁
判
２
件
た
た
か
っ

て
い
る
。
新
し
い
組
合
員
入

り
、
班
体
制
を
作
り
、
組
合

員
同
士
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
す

る
体
制
を
作
っ
た
。
委
員
長

ひ
と
り
支
部
か
ら
の
脱
却
を

は
か
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

自
覚
、
自
立
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｐ
ユ

ニ
オ
ン
支
部
は
ス
ト
の
様
子

を
シ
ョ
ー
ト
動
画
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
宣
伝
を
中
心
に
運
動
を
す

す
め
て
い
る
。
ス
ト
は
今
年

２
回
行
っ
た
。
29
日
の
ス
ト

も
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
、
当

日
の
み
で
７
千
ビ
ュ
ー
と
な
っ

た
。
そ
の
動
画
を
見
て
加
入

し
た
人
も
出
て
き
た
。

７
月
５
日
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、

第
20
回
定
期
大
会
を
ラ
パ
ス

ホ
ー
ル
（
東
京
都
豊
島
区
）

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
役
員
を
は
じ
め
、
地

本
を
代
表
す
る
代
議
員
、
傍

聴
者
な
ど
約
80
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

大
会
で
は
25
春
闘
を
は
じ

め
と
す
る
一
年
間
の
た
た
か

い
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

26
年
の
運
動
方
針
を
確
立
し

ま
し
た
。

大
幅
賃
上
げ
実
現
こ
そ
物

価
高
へ
の
最
大
の
対
抗
策

大
会
冒
頭
、
三
木
委
員
長

は
、
26
年
度
に
向
け
た
運
動

の
柱
と
な
る
重
点
課
題
に
つ

い
て
、
参
加
者
に
向
け
て
次

の
よ
う
に
力
強
く
訴
え
ま
し

た
。ま

ず
最
初
に
取
り
上
げ
た

の
は
、
長
引
く
物
価
高
へ
の

対
応
に
つ
い
て
で
す
。
三
木

委
員
長
は
、
「
こ
こ
数
年
の

急
激
な
物
価
高
騰
に
対
し
、

政
府
の
実
効
性
あ
る
対
策
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

引
き
続
き
、
消
費
税
の
５
％

へ
の
減
税
を
求
め
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
春
闘

を
通
じ
て
大
幅
な
賃
上
げ
を

実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
物

価
高
か
ら
労
働
者
・
国
民
の

く
ら
し
を
守
る
最
大
の
対
抗

策
で
す
。
26
春
闘
で
は
、
す

べ
て
の
仲
間
に
大
幅
賃
上
げ

を
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
全
力
で
た
た
か
い
抜
き

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、
賃
上

げ
こ
そ
が
生
活
を
守
る
最
も

有
効
な
手
段
だ
と
強
調
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
三
木
委
員
長
は
、

「
若
年
層
の
初
任
給
は
上
が
っ

て
い
る
一
方
で
、
40
〜
50

代
の
ベ
テ
ラ
ン
層
の
賃
金
は

据
え
置
か
れ
、
深
刻
な
頭
打

ち
状
態
で
す
。
私
た
ち
は
、

す
べ
て
の
世
代
に
対
す
る
公

平
な
賃
上
げ
を
徹
底
的
に
追

求
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
、

世
代
間
で
広
が
る
賃
金
格
差

の
是
正
を
目
指
す
べ
き
だ
と

訴
え
ま
し
た
。

雇
用
と
職
場
を
守
る
た
た

か
い次

に
三
木
委
員
長
は
、
企

業
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
の
動
き

が
広
が
る
中
で
、
労
働
者
の

雇
用
を
守
る
た
た
か
い
の
重

要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関
税
政

策
以
降
、
世
界
経
済
は
混
乱

を
深
め
、
大
企
業
で
は
リ
ス

ト
ラ
の
動
き
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ど
れ
だ
け

企
業
環
境
が
変
化
し
て
も
、

そ
の
ツ
ケ
を
労
働
者
に
押
し

つ
け
る
よ
う
な
や
り
方
は
断

じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
、
現
場
の
声
に
根
ざ
し

な
が
ら
、
雇
用
と
職
場
を
守

り
、
希
望
あ
る
労
使
関
係
を

築
く
た
た
か
い
を
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
強
く
訴
え
ま
し

た
。

労
働
法
制
改
悪
を
許
す
な

続
け
て
三
木
委
員
長
は
、

現
在
進
行
中
の
労
働
法
制
見

直
し
の
動
き
に
つ
い
て
危
機

感
を
表
明
し
、
そ
の
阻
止
に

向
け
た
た
た
か
い
を
訴
え
ま

し
た
。
「
現
在
、
厚
生
労
働

省
で
は
労
働
基
準
法
の
抜
本

的
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
方
向
性
は
、
最

低
限
の
規
制
だ
け
を
残
し
、

企
業
が
過
半
数
代
表
と
の
労

使
協
定
を
結
べ
ば
、
労
働
条

件
を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
、
極
め
て

危
険
な
も
の
で
す
。
実
質
的

に
は
企
業
の
都
合
を
最
優
先

に
し
、
労
働
者
保
護
を
骨
抜

き
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
私
た
ち
は
こ
う
し
た

労
働
法
制
改
悪
の
動
き
に
対

し
、
断
固
と
し
て
反
対
し
、

全
力
で
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。
」

組
織
拡
大
を
実
現
し
よ
う

最
後
に
三
木
委
員
長
は

「
こ
れ
ら
の
課
題
を
確
実
に

前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

組
織
の
拡
大
と
団
結
の
力
こ

そ
が
鍵
で
す
。
仲
間
を
増
や

し
、
現
場
の
声
を
広
げ
、
強

く
て
大
き
な
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の

実
現
を
め
ざ
し
て
、
全
力
で

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

協
調
し
ま
し
た
。
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春
闘
の
前
進
を
確
信
に
し
て

拡
大
強
化
に
全
力
を

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
第
20
回
定
期
大
会
開
催

力
強
い
団
結
と
決
意
あ
ふ
れ
る
場
に


